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要　旨

タービン・発電機を安全に運転するためには，回転軸の

振動・偏心・軸位置等の各種変位量を計測監視する必要が

ある。三菱電機では，従来からアナログ式タービン監視計

器（6100シリーズ）を用いて計測監視を実施しているが，近

年における技術動向として，モニタカード内にマイクロプ

ロセッサを搭載し，A機能・信頼性の向上，B保守性の向

上，Cネットワークへの接続容易化 へ移行しつつある。

そこで，従来品であるアナログ式タービン監視計器

（6100シリーズ）の基本設計を継承しつつ，モニタ部にマイ

クロプロセッサを搭載することによるディジタル信号処理

を導入したディジタル式タービン監視計器（900Dシリー

ズ）を今回新たに開発した。

特に，機能・信頼性面では，従来の検出器からの出力信

号波形信号処理機能を高速化することによる応答性の向上，

自己診断機能の向上を図った。保守面では，アナログ式に

存在していたゲイン調整・ゼロ調整・警報設定等の各種可

変抵抗類をすべてソフトウェア化し，パソコンを用いた調

整ツールによるオンラインチューニングを実現した。また，

ネットワーク化への対応としては，上位計算機との通信イ

ンタフェースが可能なハードウェアを構築した。

本稿では，ディジタル式タービン監視計器の開発ポイン

ト及び特長を，従来機種であるアナログ式との比較を行い

ながら紹介する。

パソコン 

アナログ出力 警報・トリップ出力 計器故障出力 

アナログ出力 
警報・トリップ出力 

通信カード 
（1999年度開発予定） 

新型タービン監視計器（900Ｄシリーズ） 
各種モニタカード 

各種検出器（振動・偏心・軸位置など） 

RS-232C

ガスタービン　 蒸気タービン 発電機 励磁機 

ディジタル化ディジタル化 

高機能・高信頼性 
b応答性の向上 
b自己診断機能の向上 

ネットワーク化への対応 
b汎用機器との通信イン
タフェース 

保守の容易化 
b調整，設定要素のオン
ラインチューニング  

タービン監視計器は，タービン・発電機に起こり得る機械的諸量の変化を検出器及びモニタカードを通してDC信号に変換してモニタ出力する。
モニタ部にディジタル信号処理を導入したことにより，機能・信頼性・保守性の向上，ネットワーク化への対応が実現可能となった。
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